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8月20日 火
13:30～15:00

竹内 薫氏

令和元年度 第１回

希少野生動植物種保護支援員研修会

環境学習講座レポート (8～11月開催)

夢トークinやまぐちⅡ～環境学習講演会～
第１回 希少野生動植物種保護支援員研修会
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山口県環境学習功労者表彰
山口「環境絵日記」入賞者作品
環境学習指導者の派遣について

11月17日(日)、下関市豊田町の「豊田ホタルの里ミュージア
ム」で開催した研修会には、県内各地から多くの方に参加してい
ただきました。

午前中は、「豊田ホタルの里ミュージアム」の学芸員 川野博
士から、ミュージアムの取組とハリガネムシの生態についての講
演と、県自然保護課職員から、支援員の役割とレッドデータブッ
クやまぐちの改訂についての講義を受けました。

ほたる谷公園に移動して実施した午後のハリガネムシの観察会
では、水が少なくなった水路の落葉の中から、多くのハリガネム
シを見つけ、その形態や雌雄の違いなどの特徴を観察しました。

カマキリやバッタに寄生したハリガネムシは、宿主を水辺に誘
導して、水に落として、水中に出てくるという特異な生活をして
いること。

ハリガネムシによって水面に落とされたカマキリなどが、餌が
少ない時期の魚や水生生物の貴重な栄養源になっていることなど
について、学習することができました。

県民の皆様の環境学習への関心と意欲を高めていただくため、
8月20日、サイエンス作家の竹内薫氏をお招きして、環境学習講
演会を開催しました。

講演のテーマを「環境問題を科学的に考える」として、エネル
ギー、地球温暖化から、宇宙エレベーターまで、幅広い「環境問
題」について、クイズを交えながら、分かりやすく解説していた
だきました。

今回は、セミナーパークの講堂に加え、一般研修室での遠隔視
聴を行い、多くの皆様(342人)に参加していただきました。参加
者からは、「最先端の話を聞くことができた」「今後の生活に活
かしたい」などの意見が寄せられました。



夏休みエコ合宿

「環境博士をめざそう！」

環境問題について学び、子どもたち自
身の環境に配慮した行動を促す目的で、
こども環境学習講座・夏休みエコ合宿を
開催しました。
「地球温暖化」に関する実験や施設見

学に加え、樹木医の方々に協力いただき
「こども樹木博士プログラム」を、県内
初の取組として実施し、子ども達は楽し
く学習することができました。

<主な内容>
■実験
やまぐち総合教育支援センター職員
■見学
新阿武川発電所 他

■「子ども樹木博士」プログラム
やまぐち自然共生ネットワーク会員

次世代自動車の利活用促進

環境性能に優れた自動車、いわゆる「次
世代自動車」の現状と、その普及に向けた
取組についての学習会を開催しました。
スポーツカー開発の第一線で活躍された

講師の取組事例やエピソードを豊富に交え
ながらのわかりやすい説明に、皆さんは熱
心に耳を傾けていました。
また、電気自動車の環境に及ぼす多くの

メリットや課題について学ぶことができ、
さらに郷土の実業家「鮎川義介氏」の業績
も知ることができました。
<主な内容>
■講義
山口東京理科大学教授貴島孝雄 氏

■見学・体験
・(一社)美祢市観光協会
やまぐちちょこ乗りＥＶ

・山口日産自動車EVルーム

海そうや魚など海の生き物についての
学習、水族館での生態観察を実施しまし
た。
受講者は、海そうや藻場の大切さ、保

護の必要性など、聞く機会の少ない貴重
なお話を聞くことができました。
また、海響館のバックヤード見学では、

日頃は入れない場所で興味深い体験をす
ることで、海の環境保護の大切さについ
て学びました。

<主な内容>
■講義

水産大学校教授 村瀬昇 氏
須田有輔 氏

■見学「水の生き物たちの生態観察」
・海響館バックヤード見学等

環境への負荷の少ない循環型社会の形
成に向け、３Ｒ(廃棄物の発生抑制・再
使用・再生利用)についての学習と廃棄
物処理・リサイクル施設の見学を実施し
ました。
「動脈産業」と「静脈産業」について

学習し、循環型社会の形成には双方のバ
ランスと連携が大切であることを学びま
した。
<主な内容>
■講義

山口大学名誉教授 浮田正夫 氏
■見学

・山口市大浦一般廃棄物最終処分場
・(株)広島企業

宇部テクノリサイクルセンター
・西日本グリーンリサイクル

阿知須緑のリサイクルプラント

持続可能な３Ｒ
循環型社会づくり

竜王山秋の自然観察会

特別天然記念物オオサンショウウオの
岩国市宇佐川流域における保護活動につ
いての学習と、保護施設での生態観察を
実施しました。
生きた化石と言われる世界最大級の両

生類オオサンショウウオの特徴等に加え、
広島市安佐動物公園で世界で初めて飼育
下での繁殖に成功したこと、この取組が
保護活動につながっていることなどにつ
いて楽しく学ぶことができました。
<主な内容>
■講義

日本オオサンショウウオの会会長
桑原一司 氏

錦川オオサンショウウオの会会長
白井啓二 氏

■宇佐川オオサンショウウオの生態観察
緊急保護オオサンショウウオ飼育員

広兼 健 氏

オオサンショウウオの保護活動
～錦町宇佐川～

景清洞で生きる洞窟性動物の生態観察
や、秋吉台自然動物公園サファリランド
の動物たちの飼育施設見学を実施しまし
た。
過酷な環境である洞くつの中の生き物

と、飼育員たちの工夫により命をつなぐ
野生動物の両面について学習し、自然の
不思議さ、自然保護の大切さなどを学ぶ
ことができました。

<主な内容>
■講義・観察

日本洞窟学会副会長
村上 崇史 氏

■講義
秋吉台自然動物公園サファリランド

課長代理 荒瀬佳代子 氏 他

■見学「サファリランドの飼育活動」

秋吉台景清洞・サファリランドで
命をつなぐ動物たち

周南市徳山動物園でのバックヤードの
見学から見える動物たちのくらしや秘密
を知る学習会を開催しました。
リニューアルされたゾウ舎のバック

ヤードで、自分たちで採集した草でえさ
やり体験をしたり、ゾウのフンが動物園
内で堆肥として再利用される施設を見学
するなど、いのちの素晴らしさ、自然保
護の大切さについて学習することができ
ました。

<主な内容>
■おはなし・探検

周南市徳山動物園長補佐
木原一郎 氏

講座の詳細はセンターホームページで
ご紹介しています

動物たちとの共存
～徳山動物園～

（8～11月開催分)

竜王山の自然保護の取組についての学
習や竜王山に自生する貴重な植物等の観
察会を開催しました。
気温が高いため、飛来が遅れていたア

サギマダラも観察することができ、皆さ
ん竜王山の豊かな自然を満喫できました。

<主な内容>

■講義
日本自然保護協会
自然観察指導員 嶋田紀和 氏

■観察「竜王山に自生する
秋の植物等の観察会」

～アサギマダラ、ツルニンジン、
秋の草花等～

海そうと海の生き物
～海響館をたずねて～



(公財)山口県ひとづくり財団県民学習部 環境学習推進センター

〒754-0893 山口市秋穂二島1062(山口県セミナーパーク内)

☎083-987-1110 📠 083-987-1720      ✉ kankyo.c@hito21.jp

https://eco.pref.yamaguchi.lg.jp/learning/index.php

環境学習推進センターでは、「環境学習指
導者バンク制度」により、民間団体等がおこ
なう「環境」に関する講演会や体験学習会等
に、専門的知識や豊富な経験等を有する指導
者を派遣しています。

学校における環境教育の一層の推進に向け、
本年10月、学校等への環境学習指導者派遣に
関する要項の一部を改正しました。

山口「環境絵日記」コンテストに103作品の
応募がありました。
入賞者と作品をご紹介します。

山口県環境学習指導者バンク
活用の手引き

環境学習に関する様々な
情報を提供し、
県民の皆様の環境学習を
サポートしています。

環境学習推進センターＨＰ

表彰式 令和元年11月11日
(県庁職員ホール)

環境パートナー 神保 達也 さん

吉森 信雄 さん環境パートナー「山口県環境学習指導者バンク」に登録されている
2名の方が、長年の環境学習指導の功績が認められ、
環境学習功労者として知事表彰を受賞されました。

派遣手続き 派遣先

山口県
環境学習指導者
バンク派遣要項

環境保全団体
消費者団体等

学校等への
環境学習

指導者派遣要項

幼稚園、小学校、中学校
高等学校、特別支援学校
大学、高等専門学校

保育所
放課後児童クラブ 等

《改正の概要》
要項の名称を「学校等への環境学習指導者

派遣要項」と改め、これまで、各種要項等で
実施していた学校等への指導者の派遣を本要
項で実施することとした。

「水べの教室楽しいな」

平川 壮信 さん 光市立塩田小学校3年

「あじすの町をきれいにしよう」

竹原 美桜 さん 山口市立井関小学校2年

低学年の部

高学年の部

「大切な海を守るために」

飯田 望夢 さん 山大付属山口小学校6年

「緑を大切にしよう」

升本 歩 さん 宇部市立川上小学校4年

優秀賞

低学年の部 高学年の部

高井 春樹 さん
宇部市立東岐波小学校1年

「いかやきのピンチをすくうぞ」

阿部 芭菜 さん
防府市立華浦小学校4年

「環境博士をめざそう！」
た か い は る き あ べ は ん な

最優秀賞


